
センサの電源を投入する1
タッチファインダの電源を投入する2
側面にある電源スイッチもONにしてください。

センサを選択すると以下の初期画面が表示
されます。

タッチファンダに表示する言語を選びます。

PCツールを使用する場合は、
[スタート]-[すべてのプログラム]-[OMRON]-
[FQ]-[PC tool for FQ]をクリックして
ください。

複数台のセンサを接続している場合は、設定
対象のセンサを選ぶ画面が表示されます。
センサを選びます。

1-3 電源を投入する

設定の
フロー

1-2 取付け

PCツールのインストール
PCツールを使用する場合は、会員登録、ダウン
ロードの後、パソコンにインストールしてくだ
さい。
パソコンとセンサを、直接イーサネットケーブル
で接続する場合は、パソコンのネットワーク設定
を以下のようにしてください。
ただし、パソコンとセンサ間にハブを介して
DHCPサーバを使用する場合は、固定IPアドレス
を設定する必要はありません。
・IPアドレス：10.5.5.101
・サブネットマスク：255.255.255.0

画像が安定して撮影できているかを確認し、
明るさの調整や画像取込みタイミングを調整し
ます。

ピントを合わせる1

レンズのピントを調整します。

明るさを調整する2
センサが計測対象物を適切な明るさで撮像
できるように、シャッタスピードを調整
します。
画面が暗い場合は、感度を大きくします。

[　]をタッチし、[シャッタスピード]を
タッチします。

画面下のスライダーでシャッタスピードを
調整します。

[OK]をタッチします。

2-1 画像の調整

[カメラ調整]をタッチします。

カメラで撮影している画像が表示されます。

画像取込みタイミングを調整する3

[トリガ調整]をタッチします。

トリガが入力されてから画像を撮影する
までのディレイ時間を調整します。

[トリガディレイ]をタッチします。

TRIG信号を入力すると、連続して画像が
取り込まれます。

値が大きいほどピントが合っています。

参考
金属面やテカリのある対象物を計測する場合、[HDR]機能
を使うと安定します。
詳細はユーザーズマニュアルをご覧ください。

2.設定 

暗い明るい

2

取付け位置を確認する1
センサを所定の位置に取り付けます。2

例：形3Z4S-LE SV-2514Hのレンズを使用する場合

ユーザーズマニュアルに記載されている光学図表を
使って、レンズ、カメラ設置距離、検出範囲を
決定します。

計測物に必要な視野が35mmで形3Z4S-LE 
SV-2514Hのレンズを使用する場合、カメラ
設置距離は200mmとなり2mmの接写リングが
必要となります。

レンズ種類と外形寸法については、付属の取扱
説明書を参照してください。

光学図表の横軸が視野(mm)（＊1）、縦軸が
カメラ設置距離(mm)または、WD(mm)（＊2）
を表します。使用すべき接写リングの厚みに
ついては光学図表上の点に対し「t5.0」などと
表記しています。接写リングが不要な場合は
「t0」、5mmの接写リングを使用する場合は
「t5.0」と表記しています。

視野Y

X

＊1： 光学図表に記載されている視野
の長さはY軸方向の長さになり
ます。

＊2： 小型カメラの縦軸はWDを表し
ます。

接写リング t□ (mm)

カメラ

レンズ

計測物

カメラ設置距離 (mm)

視野 (mm)

WD (mm)

スマートカメラ　FQ2-S□□-□□□　クイックスタートガイド
同梱物を確認する

必要な機器

センサ本体
×1

取扱説明書 SYSMAC会員
登録シート

クイックスタートガイド
（本誌）

取り付けネジ
(M3×8mm)

×4

1.設置 

本センサを運転するまでに必要な手順は下記のとおりです。

取り付け台座
×１

電源
24VDC

トリガ入力用
センサ

PLC

入出力ケーブル専用イーサネットケーブル

FQ2

スイッチング
ハブ

FQ2 (最大32台)

1台接続時（パラレル入出力で制御する場合）

1台接続時（イーサネットで制御する場合）複数台接続する場合

製品
センサ
タッチファインダ
PCツール

専用イーサネットケーブル
汎用イーサネットケーブル
RJ-45

入出力ケーブル

形式
形FQ2-S□□-□□□
形FQ2-D□□
－

形FQ-WN0□□
－

形FQ-WD0□□

用途
計測を実行する本体です。
センサの設定や画像の確認を行うためのツールです。
タッチファインダの代わりに設定ツールとして使用
できます。SYSMAC会員に登録していただくと、
ご購入者限定のサービスとして無料でダウンロードして
いただけます。会員登録および会員専用コンテンツの
ダウンロードの方法は、同梱の「SYSMAC会員登録シート」
をご確認ください。
センサとタッチファンダまたはパソコンを接続します。
スイッチングハブとタッチファインダまたはパソコンを
接続します。(STPケーブル（シールド付きツイストペア線）
カテゴリ5e、6、インピーダンス100Ω)
センサと、電源・外部装置を接続します。

役割
計測トリガ入力(単発)
コマンド入力
総合判定出力
処理中を示す出力
エラー発生を示す出力

信号名区分
TRIG
IN0～IN5
OUT0(OR)
OUT1(BUSY)
OUT2(ERROR)

入力

出力

運転までの流れ
設置

1.接続・配線

2.取付け 2.設定の保存

3.電源投入

設定
1.カメラの調整

2.計測内容の設定
　(1)検査アイテムを選択
　(2)計測基準を登録
　(3)判定条件を調整

テスト

運転

1.計測状態の確認と調整

3.入出力内容の設定

センサをタッチファンダまたはパソコンに
専用イーサネットケーブル
（形FQ-WN0□□）で接続します。

1

センサに入出力ケーブルを接続する2

タッチファインダに電源を接続する3

入出力ケーブルは電源線、入出力信号線で構
成されています。必要な線を配線します。

1-1 接続・配線

DC24V

DC/AC/バッテリ共用タイプの
場合はACアダプタ(形FQ-AC　別売)
またはバッテリ(形FQ-BAT1　別売）
でも使用できます。

灰 IN0
IN1

茶 電源(DC24V)

青 GND(0V)
桃 TRIG

緑
赤 IN2
白 IN3
紫 IN4
黄 IN5 

黒 OUT0(OR)
橙 OUT1(BUSY)
水色 OUT2(ERROR)

負荷

DC24V

茶 電源(DC24V)

青 GND(0V)

黒 OUT0(OR)
橙 OUT1(BUSY)
水色 OUT2(ERROR)

負荷

灰 IN0
桃 TRIG

緑 IN1
赤 IN2
白 IN3
紫 IN4
黄 IN5 

汎用
イーサネット
ケーブル

専用イーサネットケーブル

BUSY信号がONのときはTRIG信号が受付けら
れません。BUSY信号がOFFの時にTRIG信号を
OFF→ONにしてください。

処理中

1ms
以上

例１
トリガ信号の入力で計測し、総合判定を出力する場合

例2
外部から段取り替え（シーン切替）信号を入力する

重要設定ツール
タッチファインダ
または PCツール

設定ツール
タッチファインダ
または PCツール

設定ツール
タッチファインダ
または PCツール

参考

NPN

PNP

TRIG

BUSY(OUT1)

桃 TRIG

橙 OUT1(BUSY)
黒 OUT0(OR)

計測トリガ入力(単発)

処理中を示す信号
総合判定出力

茶 電源(DC24V)
青 GND(0V)

緑 IN1

橙 OUT1(BUSY)
灰 IN0

赤 IN2
白 IN3
紫 IN4
黄 IN5

処理中を示す信号

コマンド実行入力

シーン番号入力

茶 電源(DC24V)
青 GND(0V)

ON
OFF

OR(OUT0) 総合判定結果

ON
OFF

処理中

IN5

BUSY(OUT1)

ON
OFF

ON
OFF

IN0～4 シーン番号
5ms以上

1ms以上

DC24V

センサ

イーサネットケーブル
形FQ-WN0□□

タッチファインダ

イーサネット
コネクタ

イーサネット
コネクタ

＋ －

1

スイッチング
ハブ

汎用イーサ
ネットケーブル 専用

イーサネット
ケーブル

汎用イーサネット
ケーブル

電源
24VDC

PLC

入出力
ケーブル

FQ2
トリガ入力用センサ、
PLC、電源は、
各センサに接続します。

TRIG信号には、無接点（SSR、PLCトランジ
スタ出力）をご使用ください。
有接点（リレー）を使用されると、接点のバウ
ンドにより、計測実行中に再度、トリガ入力さ
れることがあります。

10

100

1000

200

10010 352

t2

t5
t10t15

t0

Y視野（ｍｍ）

カ
メ
ラ
設
置
距
離
(ｍｍ)

* 3 7 3 0 4 9 4 - 2 C ** 3 7 3 0 4 9 4 - 2 C *



3

最適なタイミングの画像を選択します。
[OK]をタッチします。

例：サーチを計測方法として登録する場合

検査アイテムを選択する1

判定条件を調整する3
[判定条件]をタッチします。

サンプル品をいくつか撮しながら、判定条件
を調整します。
調整したい判定条件の項目にタッチし、判定を
OKとする上限値、下限値を設定します。

[検査]をタッチします。続いて[アイテム設定]を
タッチします。空いている検査アイテム番号を
タッチし、メニュー表示の[アイテム追加]を
タッチします。

領域を確定後、[OK]ボタンをタッチします。
その後、[TEACH]ボタンをタッチします。
計測の基準として登録されます。

[完了]をタッチします。

[OK]をタッチします。

演算設定を使用すると、複数の検査
アイテムの結果を用いて、演算を行う
ことができます。
詳細はユーザーズマニュアルをご覧
ください。

計測の目的にあったアイテムを選択し、計測の基準
とする画像を登録します。

2-2 計測内容の設定
外部装置に出力する内容や入力信号の割り
当てを変更できます。通常は変更不要です。
たとえば次の内容をアレンジできます。
・各検査アイテムの個別判定を出力したい
・外部からモデル登録コマンドを入力したい
・外部へデータを出力したい

詳細はユーザーズマニュアルをご覧ください。

2-3 入出力内容の設定

画像を調整する4

[画像調整]をタッチします。

センサで撮像した画像に対して、計測し
やすいように調整します。
ここでは、対象物の位置がばらついても
計測できるようにサーチを用いた位置修正を
設定します。

空いている番号をタッチし、メニュー表示の
[位置修正アイテム追加]をタッチします。

[サーチ位置修正]をタッチします。

判定の基準となる良品を撮します。
位置ずれ修正の目印にできる特徴部分を
囲むように四角形エリアを移動します。

領域を確定後、[OK]ボタンをタッチします。
その後、[TEACH]ボタンをタッチします。
位置ずれ修正の目印および基準位置として
登録されます。
[完了]をタッチします。
画像調整に、フィルタアイテムを追加すること
により、計測しやすい画像に加工することも
できます。
詳しくはユーザーズマニュアルをご覧ください。

設定した条件で正しく計測できるか、いくつか
サンプルでテストします。
テスト画面に入ると連続して計測が実行される
ので、トリガ入力は不要です。
計測結果は画面に表示されますが、外部には
表示されません。

テストする1
[テスト]をタッチします。
その後[連続計測テスト]をタッチします。

3.テスト

[ティーチ]をタッチします。

上限値下限値

設定する項目をタッチ

計測の基準を登録する2
[ティーチ]をタッチします。

[サーチ]をタッチします。

判定の基準となる良品を撮します。
計測したい場所を囲むように四角形エリアを
移動します。

枠内をドラッグ
：移動

頂点をドラッグ
：サイズ変更

枠内をドラッグ
：移動

頂点をドラッグ
：サイズ変更

[グラフィック＋詳細結果]をタッチします。

連続して計測が実行されます。
サンプル品をいくつか撮しながら、正しく
判定できるか確認します。

[完了]をタッチします。
最適な判定条件が自動設定されます。

参考

計測を実行する3
トリガ信号の入力にしたがって計測が実行
されます。
計測結果が外部機器に出力されます。

表示画面の種類を次の6種類から選べます。
　　ボタンをタッチし、[表示パターン切替]をタッチすると、
次の選択肢が表示されます。

参考
・調整画面に戻るには、　　ボタンをタッチし、[設定画面に切替]を
  タッチします。
・他のセンサに切替えるには、　　ボタンをタッチし[センサ切替]を
  タッチします。

設定を保存する2
[はい]をタッチします。

最新の計測値を表示する

運転画面に切り替える1
[運転]をタッチします。
その後[運転画面に切替]をタッチします。

電源ON後の統計値

各種アイテムを設定・調整します。

電源ON

設定した内容でテスト・調整します。

最適な状態で画像が取り込めるように、
調整します。

検査アイテムを選び、基準値を登録
します。

入出力に関する設定を行います。

形FQ2-S4□-□□□

調整画面で設定した内容で、
計測運転を行ないます。

設定済のセンサ接続時

初回起動時

[運転]画面

[調整]画面

ティーチ 判定条件

連続計測テスト

設定保存

カメラ調整

トリガ調整

画像調整

サーチ

エッジ位置

センシティブサーチ

エッジ幅

形状サーチII ラベリング

色平均・偏差

エッジ本数

検査アイテムの種類

[入出力]タブ

[テスト]タブ

[検査]タブ

[撮像]タブ

ロギング設定

入出力設定

通信確認

メニュー階層について

ヒストグラム

統計データ

トレンドモニタ

グラフィック

結果一覧

グラフィック＋詳細結果

4.運転

うまく判定できない場合は判定条件を調整する2
[  ]をタッチします。
[判定条件調整]をタッチします。

発生回数
計測値のばらつき

時系列の計測値を表示する

4

色面積

バーコード

文字認識

2次元コード（DPM)

2次元コード

[  ]をタッチします。
[判定条件自動調整]をタッチします。

用意したサンプルを使って最適な判定条件を
自動設定できます。
良品を撮した状態で[OK TEACH]をタッチ
します。
不良品を撮した状態で[NG TEACH]をタッチ
します。
2個以上のサンプルで繰り返してください。

計測値


